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香港と日本の祈りが一つになった！

A5判・並製・188頁・定価1,980円（本体1,800円＋税）　ISBN978-4-7642-7461-7　C0016

国家安全維持法下で揺れ動く香港のために、12人の牧師を中心に祈りの運動が立ち上がっ
た─。2020年10月31日から始まった「香港を覚えての祈禱会」。説教と祈りによる新しい教
会的政治運動の姿がここに！ 日本キリスト教史における画期的な祈りの運動の軌跡。
「香港を覚えての祈禱会」呼びかけ人（五十音順）
①朝岡勝（日本同盟基督教団）、②大石周平（日本キリスト教会）、③大嶋重德（日本福音自由教会）、④大西良嗣（日本キリ
スト改革派教会）、⑤伽賀由（日本メノナイト教会）、⑥唐澤健太（カンバーランド長老教会）、⑦平野克己（日本キリスト教
団）、⑧星出卓也（日本長老教会）、⑨増田将平（日本キリスト教団）、⑩三輪地塩（日本キリスト教会）、⑪松谷曄介（日本キ
リスト教団）、⑫森島豊（日本キリスト教団）。
❖編者紹介 朝岡 勝（あさおか・まさる）　1968年生まれ。現在、東京キリスト教学園理事長・学園長。著書　『教会に生きる喜

び─牧師と信徒のための教会論入門』（教文館、2018年）ほか。
松谷曄介（まつたに・ようすけ）　1980年生まれ。現在、金城学院大学准教授・宗教主事。著書　『日本の中国占
領統治と宗教政策─日中キリスト者の協力と抵抗』（明石書店、2020年）ほか。
森島 豊（もりしま・ゆたか）　1976年生まれ。現在、青山学院大学教授・大学宗教主任。著書　『抵抗権と人権の
思想史─欧米型と天皇型の攻防』（教文館、2020年）ほか。

朝岡 勝・松谷曄介・森島 豊❖編

夜明けを共に待ちながら
香港への祈り
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焚き火を囲んで聴く神の物語・説教篇
　全 8 冊内訳　2022 年全巻完結予定

新書判・192 頁〜 264 頁　各巻定価 1,210 円（税込）

❶　アブラハムと神さまと星空と ―  創世記・上 ―
224 頁・1,100 円 ISBN978-4-909871-07-7 C0216〈第１回配本・再版 〉

❷　天からのはしご ―  創世記・下 ―　
240 頁・1,100 円 ISBN978-4-909871-20-6 C0216  〈第 2 回配本・再版〉

❸　栄光への脱出  出エジプト記 　　 〈第 3 回配本・在庫僅少〉
192 頁・1,100 円 ISBN978-4-909871-44-2 C0216

❹　聖なる神の聖なる民  レビ記 　　〈第 4 回配本・在庫僅少〉
192 頁・1,100 円 ISBN978-4-909871-47-3 C0216

❺　何度でも何度でも何度でも　愛  民数記   〈第 5 回配本・在庫僅少〉
264 頁・1,100 円 ISBN978-4-909871-47-3 C0216

❻　えらべ 、いのちを  申命記・上 　　　〈第 6 回配本〉
❼　神さまの宝もの  申命記・中 　　　　  　      〈第 7 回配本〉
❽　いのち果てるとも  申命記・下 　　　　　      〈第 8 回配本〉

YOBEL 新書 079
新書判・224 頁・定価 1,210 円（税込）

ISBN978-4-909871-69-5  C0216　定価 1,210 円税込

主な目次
熱情の神と生きる
復活のいのちに生きる
この神に生きる
恵は千代にまで
君の名は
神の恵の安息日
いのちをたいせつに生きる
結婚を大切に生きる
親子をたいせつに生きる
たがいをたいせつに生きる
美しいことばを語るために
焚き火を囲む校正者のおまけ集―解説に代えて　山田風音
楽譜（えらべ、いのちを　久保木聡作曲）
協力者の方々のプロフィール

山田風音さん（「ライフストーラー企画」社主）

はじめて先輩と直接お会いしたとき私は婚約中でしたが、その事をお話ししたら
大変喜んでくださいました。そして結婚式には、素敵な自筆の句とイラストを
送ってくださいました、一度しか会ったことのない私のために。額に入れて寝室
に飾っています。今回の一篇をお聞きしながら「ああ、先輩は講壇の上からだけ
ではなく、本当に結婚ということを大切に考えておられるのだな」と改めて思い
ました。（「焚き火を囲む校正者のおまけ集　解説」より）

大頭 眞一（おおず・しんいち）
1960 年神戸市生まれ。北海道大学経済学部卒業後、三菱重工に勤務。英国マンチェスターのナザレン・セオロジカル・
カレッジ（BA、MA）と関西聖書神学校で学ぶ。日本イエス・キリスト教団香登教会伝道師・副牧師を経て、現在、
京都府八幡市の明野キリスト教会牧師、関西聖書神学校講師。　主な著書：『聖書は物語る　一年 12 回で聖書を読
む本』（2013、20207）、『聖書はさらに物語る　一年 12 回で聖書を読む本』（2015、20194）、共著：『焚き火を囲ん
で聴く神の物語・対話篇―大頭眞一と焚き火を囲む仲間たち』（以上ヨベル、2017）、「焚き火牧師と神の国の秘密」（『舟
の右側』連載、地引網出版、近刊：ヨベルから）主な訳書：マイケル・ロダール『神の物語』（日本聖化協力会出
版委員会、2011、20122）、マイケル・ロダール『神の物語　上・下』（ヨベル新書、2017  再版及び電子書籍化決定 ）、
英国ナザレン神学校著、監修『聖化の再発見上・下』（いのちのことば社、2022、7 月刊行予定）

「生きよ！」と土に息を吹きかけた神が
人生の荒野でも後を追いかけてくる。

クリスチャンは「年中工事中」。見苦しくても、穴ぼこだらけでも、神に
よって始められてしまったリニュアル人生の途上に変わりはない。パス
ター“コウジチュウ”オオズの、説教前夜の呻吟ぶりを垣間見せつつも「申
命記」を現代にフワッと引き寄せてしまう講解説教。第6冊目 !

大頭眞一　　「焚き火を囲んで聴く神の物語・説教篇」⑥　［全 8 冊］

えらべ、いのちを ― 申命記・上
解　説　 「ライフストーラー企画」社主。　山田風音

06 月 15 日刊行予定

第6弾！



07 月 15 日刊行予定
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四六判上製・240 頁・定価 1,980 円
本体 1800 円 + 税　ISBN978-4-909871-72-5 C0016

大貫　隆［著］

復活前と現在の「地平」が「融合」する
ヨハネ福音書の重奏構造を解明 !

ブルトマン、ケーゼマン、ボルンカム……錚
そうそう

々たる聖書学の権威による解釈でも完全に見落とされてきたのが、イエ
スの全時性とヨハネ共同体に吹き渡っていた聖霊（パラクレートス）の息吹への気づきだった ―。この視座から捉
え直して見えてくる新たな「地平の融合」とは。

著者紹介　大貫　隆（おおぬき・たかし）　　1945 年静岡県浜松市生まれ。1968 年一橋大学卒業、1972 年東京大学大学院人文科学研究科西洋古典学専攻修士課程修
了、1979 年ミュンヘン大学神学部修了・神学博士、1980 年東京大学大学院博士課程（前記）単位取得退学、東京女子大学専任講師、1991 年東京大学教養学部助教授、
2009 年同名誉教授、自由学園最高学部長（—2014 年）。　　主な著作：『世の光イエス ― ヨハネ福音書のイエス・キリスト』、講談社、1984 年（改訂増補版：日本
基督教団出版局、1996 年）、『福音書と伝記文学』、岩波書店、1996 年、『ロゴスとソフィア — ヨハネ福音書からグノーシスと初期教父への道』、教文館、2001 年、

『聖書の読み方』、岩波新書、2010 年、『終末論の系譜 ― 初期ユダヤ教からグノーシスまで』、筑摩書房、2019 年、『イエスの「神の国」のイメージ ― ユダヤ主
義キリスト教への影響史』、教文館、2021 年 . 著訳書多数。

ヨハネ福音書解釈の根本問題
ブルトマン学派とガダマーを読む

東京大学名誉教授
古代キリスト教思想史

主な目次
私のヨハネ研究 ― 序にかえて

マックス・ウェーバーの理解社会学との出会い／企業
へ、そして再び研究の道へ／ヴュルツブルクへ／ミュ
ンヘン留学／その後現在まで／本書の狙い

第一講　ブルトマン講読
Ⅰ　ブルトマン『ヨハネの福音書』について／Ⅱ　講
読　断章 1　／断章 2　八・12「私が生命の光である」
への注解／断章 3　三 11 の「わたしたち」と「あな
たがた」への注解／断章 4　啓示の逆説性と隠蔽性／
断章 5　イエスの十字架＝啓示の逆説と隠蔽性の頂点
／断章 6　霊によって働く教会の説教／ほか

第二講　ケーゼマン講読
Ⅰ　ケーゼマン『イエスの最後の意志』について／Ⅱ　
講読　断章 1　受肉は永遠の「ことば」（ロゴス）が地
上的なものと接触するために必要最小限の舞台演出に
すぎない／断章 2　永遠のロゴスは折々の居場所を変

えているだけであり、卑賤と崇高の逆説的結合は
ない／断章 3　ヨハネ福音書はグノーシス主義を
準備するもの、正典への採用は過誤による／断章
4　「信じられる信仰」（fides quae creditur）が「信
じる信仰」（fides qua creditur）に先立つ／断章 5　

「人の子」に対する「暴力的な解釈変更」／ほか
第三講　　ボルンカム講読

Ⅰ　ボルンカム「ヨハネ福音書の解釈に寄せて ― 
ケーゼマン『イエスの最後の意志』との討論」に
ついて／Ⅱ　講読　1　告別説教の意義／ 2　ヨハ
ネと伝承／Ⅲ　ケーゼマンのボルンカムヘの反論

第四講／第五講　ガダマー講読（1）（2）
Ⅰ　ガダマー『真理と方法 Ⅱ ― 哲学的解釈学
の要綱』について
Ⅱ　講読　　断章 1　技法としての解釈学／断章
2　理解の存在論的構造契機としての「循環」断章
3　理解の循環構造／断章 4　理解の条件としての

先入見と伝承（伝統）／断章 5　過去と現在の間
の「隔たり」に架橋する／ほか

第六講　イエス伝承に対するヨハネの解釈と
「地平の融合」

教会論的二元論による意味反省／現在と未来の弁
証法的緊張／二重の視線／「地平の融合」／ほか

第七講　告別説教における「地平の融合」
Ⅰ　共観福音書との対観　場面Ａ：場所の準備と
着席／場面Ｂ：ユダの裏切りの予告／場面Ｃ：聖
餐式の制定／ほか

第八講　ヨハネ福音書全体における「地平の融
合」と「全時的」人の子

Ⅰ　第六 ― 七講を振り返って／Ⅱ　全時的「人の
子」／Ⅲ　むすび ― 神学と体験の不可分
注／あとがき／引照箇所索引／研究者名索引





四六判 64頁  定価1,320円（本体1,200円＋税） 　
ISBN978-4-264-04362-1 C0072
いのちのことば社　卸コード 17840

プロヴァンスのラベンダー畑、トスカーナの緑の谷、
ノルウェーのオーロラ……世界各地の奇跡のように
美しい絶景写真に聖書のことばを添えた写真集。

感動とともに、心が祈りに導かれる一冊。贈り物にも。

いのちのことば社  新刊案内  2022 年 6月 20 日発売 2022年  赤紙
5月上旬

恵みの絶景
聖書の名句とともに


